
 

 
 

振興協力会事務局便り                    平成 26年１月 29日(水) 

12 月８日（日），上越科学館で「第 11 回ロボカップジュニア

上越地区大会」が開催されました。これはプログラムや本体を自

作した自立走行型ロボットで競技をするもので，今年はサッカー

チャレンジ部門とレスキューチャレンジ部門で行われました。 

ロボカップは国際的なロボット技術の研究活動で，ロボット作り

を中心とする教育研究の国際的活動です。子どもたちの大会は上

越地区大会の上に，北信

越，全国，世界の上位大

会があります。 

今回の大会は，サッカー部門に９チーム 18人が参加し，予選リー

グと順位別リーグを行い，白熱した試合を展開しました。レスキュ

ー部門は３人参加。動作のプログラムや部品に工夫を凝らして，動

作の正確性やスピードを競いました。 

本大会には振興協力会が大会を支援し，参加者全員に記念メダル

が授与されました。 

12月 25日（水）～27日（金）に，上越市板倉区にある常設型

地域の茶の間「ねごしの里」において「ねごしの寺子屋」が開催

されました。この活動は平成 23 年度から始まり，今回で９回目

の開催となります。小学生の長期休暇にあたる３月，８月，12

月中の３日間～５日間に小学生が集い，上越教育大学の学生が中

心となり，課題の指導，助言や自然体験活動，地域資源を活用し

た活動，世代間交流など多くの活動を行っています。 

 今回の寺子屋では，午前もしくは午後に学習の時間を設け，そ

の他の時間は地域資源を活用した活動と世代間交流を行いまし

た。地域資源を活用した活動では，地域の方による折り紙指導，

地元の大廣寺で座禅，地すべり資料館で体験活動を行いました。

世代間交流ではダンスを通して地域のお年寄りと交流を持つな

ど，普段体験できない活動を行いました。 

小学生は 21名参加し，上越教育大学の学生５名とボランティ

アとして上越市立板倉中学校の生徒４名が参加しました。中学

生から小学生への助言もたくさんあり，宿題の答え合わせの際

に「中学校では通用しない解答だよ」という言葉も出てくるな

ど，良い関わり合いができていました。中学生は「教えること

は問題を解くのとは違う難しさがある。良い経験になりました」

と言っていました。 

 なお，この事業は振興協力会が活動を支援し，実施していま

す。 
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第 11回ロボカップジュニア上越地区大会を開催しました。 

ねごしの寺子屋 2013 冬を実施しました。 


